
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

実質化された人・農地プラン

市町村名

 ・稲作が中心となっているが、多くが定年を迎えた60歳以上で後継者もいない。
 ・生産組合の組合員も高齢化しており、組合員と農地が減少している。
 ・後継者がいる人が、経営面積を拡大している。
 ・農業経営の魅力が発信できておらず、新規就農する人が少ない。

 ・集落ごとに後継者がいる大規模農家に集約する。
 ・地区外の人でも、管理をしっかりする人に農地を任せる。

ⅲ　うち50才未満の農業者の農地面積 68.8ha

対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

平川市
平賀④

（杉館、松館、館山・松崎、
館田、苗生松・西の平）

令和２年３月 令和６年３月

（備考）

ⅰ　うち50才以上で後継者が決まっている農業者の農地の合計 73.5ha

ⅱ　うち50才以上で後継者が未定の農業者の農地面積の合計 108.4ha

③地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 27.3ha

①地区内の農地面積 353.0ha

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の農地面積の合計 250.7ha



（参考）　中心経営体
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農業者
（氏名・名称）
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今後の農地の引受けの意向
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４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

（参考）　農地の貸付け等の意向（任意記載事項）
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 ・リタイアする人は農地中間管理機構に貸付けする。

 ・経営拡大を目指す経営体の農地を地図に示して、近くの農地を耕作している人にわかりやすくし、集積に
活用する。

 ・湛水直播栽培などの低コスト化を推進する。

館田稲村25

貸付け等の区分（㎡）

1,135

142

2,516

1,276

貸付け 売渡
農地の所在（地番）

苗生松上東田244

苗生松上東田259

杉館松橋427 94

苗生松川原田48-1 1,887

館山板橋49 99

杉館松橋366 194

松館東稲村36 畑 114


